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はじめに
丹波帯は，西南日本内帯の主要な構成要素である美
濃・丹波・足尾帯（Kojima, 2016）の一部であり，その
構成層は近畿地方北部に広く分布する．1970 年代以降，
放散虫化石を中心とした膨大な量の生層序学的研究に
より，丹波帯などの構成層はジュラ紀に形成された付
加体を主体とすることが明らかにされてきた（例えば，
Mizutani, 1990）．また，付加体に対する構造地質学的な
理解も進み，生層序学的な研究と合わせることで，美濃・
丹波・足尾帯構成層の広域的な対比も試みられてきた
（例えば，中江，2000）．このように丹波帯が主としてジュ
ラ紀付加体に起源をもつことは明確であるものの，各地
域において丹波帯の形成史が詳細に解明されている例
は多くない．その理由としては，（1）詳細な野外調査に
基づく適切な岩相区分が必要とされること，（2）放散虫
化石の産出量や保存状態に問題があること，などがあげ
られる．
本論が対象とする兵庫県北播磨地域もこのような問
題点をもつ地域である．本地域の丹波帯は尾崎ほか
（1995）と吉川ほか（2005）に概要がより明らかにされ，
４つのコンプレックス区分が示され，京都西山の丹波帯
との対比が試みられた．しかし，本地域の丹波帯は岩相
や生層序などに関するデータが乏しいため，コンプレッ
クス区分やその広域的な対比を議論することが難しく，
地域的な特異性を含む可能性も否定しがたい．また，丹
波帯の「標準層序」に準ずる位置にある京都西山地域に
おいては，一部，コンプレックス区分の再検討が行われ
ており（宮地ほか，2005；菅森，2006），これらの点も

考慮に入れる必要がある．以上の観点から，兵庫教育大
学地学教室では，北播磨地域に分布する丹波帯を対象に
系統的な研究を行ってきた．本論では北播磨地域の中で
も比較的南部に分布する丹波帯の地質と年代について
述べる．

地質概説
本研究の調査地域は兵庫県のほぼ中央部に位置する
北播磨地域にあり（Fig. 1），行政区画では市川町，加西
市，多可町八千代区・同中区に含まれる．本地域には，
丹波帯構成層と生野層群およびこれらに貫入した火山
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Fig. 1.　Location of the study area and the simplified 
map showing tectonic units in the Kinki-Chugoku 
regions.
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岩類が分布する（Fig. 2）．丹波帯構成層は主に泥岩，砂
岩，チャートとからなり玄武岩類と珪長質凝灰岩を伴
う．生野層群は後期白亜紀の珪長質火山岩類からなり丹
波帯を不整合に覆う（例えば，吉川ほか，2005）．
本地域周辺の丹波帯構成層は構造的上位から，八
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崎の４コンプレックスに区分され
る（尾崎ほか，1995；吉川ほか，2005）．この内，構造
的最下部を占める岡崎コンプレックスと区分された地
層は本研究が対象とした地域には分布しない．
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周辺地域の地質
市川町上牛尾周辺地域を例として，本地域の丹波帯の
概要を示す（Fig. 3）．本地域の丹波帯は岩相から，上
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ユニット，下牛尾ユニットの３層
に区分される．なお，本地域の地層は吉川ほか（2005）
では若井コンプレックスに含まれる．

上万願寺ユニットは泥岩基質中に側方への連続性が
乏しいレンズ状の形態をもつ玄武岩類のスラブを挟在
する．見掛けの層厚は約 800mである．成層構造の保存
状態を基準とすると，本層は破断相（中江，2000）に区
分される．泥岩は一般にシルト質であるが，まれに珪質
なこともある．砂岩は細～粗粒で一般に塊状であるが，
一部の砂岩は泥岩の薄層を挟む．砂岩の内，細粒砂岩は
石英，長石を多く含むワッケであり，中～粗粒砂岩は石
英および火成岩（凝灰岩を含む）由来の岩片に富む石質
アレナイト～ワッケに区分される．チャートは灰～暗
灰色または褐色の層状で，極まれに石灰岩を挟在する．
玄武岩類は一部に枕状構造を残し，針状の斜長石が球果
状に集合した組織が認められる．
上牛尾ユニットは，泥岩基質中に砂岩やチャート，玄
武岩類の比較的小さなスラブを挟在することで特徴付
けられ，混在相（中江，2000）に区分される．見掛けの
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Fig. 2.　Locality map of radiolarian occurrences in Kita-Harima District with showing the location of Fig.3 and Locs. 
A, B and C.  The geological maps were used from Ozaki et al. (1995) and Yoshikawa et al. (2005). Sample localities 
in Locs. B and C are shown in Figs. 5 and 6.
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